
                            

                            

                            

                            

  令和 2 年 4 月 1 日   第 3 号 

広
報 

第
三
号  

さ
く
ら
前
線 

ま
た
、
感

染

予

防

対

策

と
し
て
、 

「
標

準

予

防

策

」 

「
感

染

経

路

別

予

防

策

」 

以

上

の
よ
う
な
基

本

的

な 

対

策

方

法

を
踏

ま
え
て 

新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を 

「
持

ち
込

ま
な
い
」 

「
広

げ
な
い
」 

こ
と
を
留

意

し
て
徹

底

し
た 

感

染

対

策

を
し
て
お
り
ま
す 

 

【
特
集
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症 


 

症

状 

① 

発

熱

や
喉

の
痛

み 

② 

咳

が
長

引

く
（
１
週

間

前

後

） 

③ 

強

い
だ
る
さ 

④ 

味

覚

障

害

・
嗅

覚

症

状 

潜

伏

期

間

が
１
日

～

12
日

以

上

と
言

わ
れ
、
主

な

感

染

経

路

は
咳

や
く
し
ゃ
み
を
吸

い
込

む
飛

沫

感

染

と
飛

沫

な
ど
が
手

指

か
ら
体

内

に
入

る
接

触

感

染

で
す
。 


 

相

談
窓
口 

「
風

邪

症

状

や
３
７
．
５
度

以

上

の
発

熱

が
４
日

以

上

続

い
て
い
る
場

合

」
「
強

い
だ
る
さ
や
息

苦

し
さ
が

あ
る
場

合

」
は
、
最

寄

り
の
帰

国

者

・
接

触

者

相

談

セ
ン
タ
ー
（
保

健

所

）
へ
ご
相

談

く
だ
さ
い
。
直

接

病

院

を
訪

れ
る
と
、
ほ
か
の
患

者

さ
ん
に
感

染

さ
せ
る

危

険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意

願

い
ま
す
。 

      

さくらライフグループ 

お
食

事

を
召

し
上

が
ら
な
く
な
っ
た
方

へ
は
駒

込

病

院

の
外

科

の
先

生

に
依

頼

し
て
中

心

静

脈

ポ
ー
ト
施

術

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
最

期

の
御

看

取

り
も
試

行

錯

誤

し
て
お
り
ま
し
た
次

第

で

す
。 後

継

者

が
い
な
か
っ
た
為

に
閉

院

し
、
数

年

前

よ
り
勤

務

医

に
戻

り
ま
し
た
。 

急

性

期

病

院

、
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病

院

、
療

養

病

院

、
在

宅

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門

病

院

と

様

々
な
経

験

を
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
経

験

を
生

か
し
ま
し
て
是

非

と
も
大

河

内

記

念

病

院

で
は
、
地

域

密

着

型

の
在

宅

復

帰

支

援

の
概

念

が
未

だ
浸

透

さ
れ
て
な
い
様

子

な
の
で
丁

寧

に
御

説

明

し
、
深

い
ご
理

解

を
得

て
、
よ
り
、
い
わ
き
市

の
市

民

の
皆

様

に
心

よ
り

お
役

に
立

て
ま
す
病

院

に
な
り
ま
す
よ
う
、
精

一

杯

尽

力

い
た
し
た
い
所

存

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設
紹
介 

「
大
河
内
記
念
病
院
」 

 

現

在

、
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染

症

の
世

界

的

大

流

行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
、
国

内

の
感

染

拡

大

及

び
、
福

島

県

内

（
い
わ
き
市

）
で
、
感

染

症

患

者

の
発

生

に
伴

い
、
当

面

の
間

当

院

全

面

的

に
面

会

を
制

限

さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
措

置

は
、
入

院

患

者

さ
ん
を
お
守

り
す
る

た
め
の
大

変

重

要

な
感

染

対

策

で
す
の
で
、
ご

協

力

・
ご
理

解

を
お
願

い
申

し
上

げ
ま
す
。 

   

 

今
月
は
福
島
県
の
大
河
内
記
念
病
院
の
紹
介
で
す 

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

大

河

内

記

念

病

院 
内

科 
 

田

中 

祐

子 

 

３
月

中

旬

よ
り
大

河

内

記

念

病

院

に
赴

任

し
ま

し
た

内

科

の
田

中

祐

子

で
す

。 
 

専

門

は
消

化

器

内

科

及

び
総

合

内

科

で

す
。 東

京

都

内

で
十

数

年

近

く
開

業

し
て
お

り
ま
し
た
。
標

榜

科

目

は
総

合

内

科

、
消

化

器

内

科

、
精

神

科

、
呼

吸

器

科

で
し
た
。
朝

７
時

よ
り
、
診

療

開

始

時

間

の
９
時

ま
で

に
、
胃

カ
メ
ラ
、
大

腸

カ
メ
ラ
、
超

音

波

診

断

、
お
昼

休

み
は
、
在

宅

と
い
う
概

念

こ
そ

無

い
時

代

で
し
た
が
10
人

程

往

診

し
て
い
ま

し
た
。 

都

立

駒

込

病

院

勤

務

歴

も
あ
り
、
消

化

器

内

科

だ
っ
た
為

、
よ
く
消

化

器

外

科

へ
患

者

さ
ん
を
ご
紹

介

も
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も

外

科

の
先

生

方

と
も
懇

意

に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
開

業

し
て
か
ら
の
往

診

患

者

さ
ん
で 
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０
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
に
つ
い
て 

主
任
管
理
薬
剤
師 

門
脇 

寛
篤 

 
春

を
迎

え
、
花

粉

症

の
季

節

と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
子
供
は
学
校
閉
鎖
と
な
り
、

そ
し
て
、
親

も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
指

示

さ
れ
た

方

々
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
は
今

回

、
感

染
制
御

に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
「
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
：C

O
V

ID
-

1
9

」
を
流

行

さ
せ

ま
い
と
全
国
を
挙
げ
て
対
策
を
し
て
い
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。 

事

実

、
皆

様
が
怖

い
と
感
じ
る
こ
と
に
「
確

立
し
た
治
療
薬
が
な
い
」
こ
と
に
全
て
が
集
約

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う

に
治

療
薬

が
確

立

し
て
い
れ
ば
、
「
飲

め
ば
治

る
」
と
い
う
安

心

感

が
あ
り
、
手

洗

い
励

行

、

う
が
い
徹

底

な
ど
の
標

語

も
適

当

に
行

っ
た

と
し
て
も
、
死

に
至

る
ま
で
は
辿

り
着

か
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

回

は

特

効

薬

の
な
い
状

況

。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
既

に

な
っ
て
い
る
こ
の
状

況

下

に
お
い
て
、
私

達

は

一

体

何

を
す
れ
ば
良

い
の
か
？
そ
こ
に
着

目

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
流
行
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
が

当

た
っ
た
か
ら
な
の
か
？
？
と
思

い
き
や
、
こ

の
コ
ロ
ナ
騒

ぎ
が
功

を
奏

し
て
い
る
模

様

で

す
。
例

年

で
す
と
、
２
月

く
ら
い
か
ら
Ｂ
型

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
患
者
数
が
増
加
傾
向
と 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令和 2年 4月 1日発行  第 111 号 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内  科 

循環器科 

午前 

瓜 田 於 川 於 川 於 川 

 

於 川 

※1 

於 川 

午後 休 診 

外  科 

胃 腸 科 
(整形・リハビリ

科) 

午前 

成 澤 

(群大) 

篠 原 

(群大) 
休 診 

中 澤 

(群大) 

笹 口 

※2 

(群大) 

午後 休 診 休 診 

     
 

 

 

外来受付時間： 午前 8 時 45 分 から 12 時 00 分まで  

/ 午後 13 時 00 分 から 17 時 00 分まで 

 休診日 ：土曜日午後、および日曜・祝日 

※ 診療日変更となる場合もございますので、院内掲示版や受付窓口にて 
最新情報をご確認ください。 

診療案内（４月） 
 

吾妻さくら病院  

な
り
ま
す
が
、
今

年

度

は
ほ
と
ん
ど
出

て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
は
、
コ
ロ
ナ
対

策

と
し
て
「
マ
ス
ク
着

用

」
「
手

洗

い
励

行

」
と
い
っ
た
個

人

対

策

だ
け
で

な
く
、
「
手

指

消

毒

剤

の
街

中

で
の
無

料

配

置

」

「
手
す
り
な
ど
の
洗
浄
強
化
」
「
接
客
者
自
身
の
マ

ス
ク
着

用

等

に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
飛

散

抑

制

」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
に
よ
り
強
化

さ
れ
た
こ
の
環
境

で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
他

人

か
ら
他

人

へ
媒

介

す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。
毎

年

、
コ
ロ
ナ
無

関

係

に
同

様

の
対

応

を
と

れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
は
撲

滅

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
に
関

し
て
も
、
検

査

は
「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法

」
を
衛

生

環

境

研

究

所

に
て
検

査

を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
３
月

よ
り
民

間

対

応

と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
簡
易
キ
ッ
ト
も
出
る
方
向
だ
そ

う
で
す
。 

ぜ
ひ
、
皆

様

も
ご
自

身

の
健

康

を
守

る
た
め
に

も
、
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行
を
継
続
し
て
行
う
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

次
回
も
、
引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
に
関
連
す

る
お
話
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

医
療
の
問
題
・
介
護
の
問
題
が
あ
り
在
宅
で
の
生
活

が
困
難
な
方
や
転
院
、
人
工
透
析
療
法
、
訪
問
診
療

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
ご
相
談
は
医
療
相
談

窓
口
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

              

お
知
ら
せ 

薬局便り 

発行 ：吾妻さくら病院 広報委員会 

      吾妻郡中之条町伊勢町 782-1 

      TEL：0279-75-3011 

        FAX：0279-75-3299 

        URL：http://www.a-sakurahosp.com/ 

 

 

※1 第 1・3 金曜日(   3 日・17 日)AM9：45～17：00

は非常勤内科医師の診療となります。 

  

※2 第 1・3金曜日( 3 日・17 日)は、外科休診とな

ります。  

 
◆ かかりつけ患者様の急病時はいつでも対応します。 

◆ 外科休診日でも軽度のケガ等はご相談ください。 

◆ 4 月休日当番医は、5 日(内科)・12 日(外科)・

26 日(外科)となります。 

 
※ 外科医師交代  

   月曜担当⇒成澤 火曜担当⇒篠原 

 


